別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　　項：水産業費　　目：河川環境研究費
	事業名: 子持ちアユ生産支援事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　河川環境研究所　資源増殖部　電話番号：0586-89-6351
　　　　　　　　　　　E-mail：c24101@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,980千円（前年度予算額：2,161千円）
	事業内容


	１　事業の内容


      　　　　   　成熟した雌アユは子持ちアユと呼ばれ、通常のアユより高値で取引されている。雌アユ
のみを生産できれば効率的に子持ちアユを生産できるため、河川環境研究所は、受精させ
れば雌のみが生まれるアユ精液（全雌化精液）を開発した。この全雌化精液を県内民間養
殖場に供給することによって、民間養殖場における子持ちアユの効率的な生産を支援する
ために、本事業を実施している。
※県内の民間養殖場がこの精液を生産することは技術的に困難であるため、河川環境研究所が精液を生産して、県内のアユ養殖業者に販売している。
	２　所要経費


（１）新規（0)
（２）継続（1,980）

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

２ 儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる
　　付加価値の高い子持ちアユの効率的生産を通じて、水産業の活性化をめざす。
	２　これまでの取組状況


河川環境研究所では、安定して全てのアユを雌にする技術を全国に先駆けて開発した。
平成16年度から県内民間アユ養殖業者と共同で全雌生産の量産化試験を行ったところ、
量産化が可能であることが明らかになった。県内民間アユ養殖業者からの全雌化精液の
安定供給を望む強い要望があったことから、平成20年度から全雌化精液の供給を開始
した。

	３　これまでの取組に対する評価


　平成20年度に800mL、平成21年度に1100mLを供給した（平成23年度は1000mLを供給予定）。この精子を用いて全雌として生産（平成20年度）されたアユは107.4ﾄﾝとなり、平成21年に生産されたアユ652ﾄﾝの16.5%を占め、本県のアユ養殖業に大きく貢献している。このため、引き続きアユの全雌化精液の供給を実施していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
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	寄付金
	その他
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	一　般
財　源
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予算額
	2,161

	0

	0
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	要求額
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